
令和４(2022)年度 防災訓練 第二回打合せ 議事録

2022 年 7 月 17 日 西山

１．日時、場所：2022 年 7 月 26 日(日) 15:00-16:00、一丁目自治会館

２．出席者： 一丁目 植木会長、竹内副会長、岩崎防災部長、西山副会長(記）

(敬称略) 二丁目 小澤会長、山田防災部長、橘防災部長、半田防災部長、林防災推進員、

鈴木防災班長、肥田防災班長、古川防災班長

小学校：杉山教頭

３．資料：①「第二回打ち合わせについて」 、②「もりの里防災の流れ」、③「自主防災隊総合防災訓練

実施計画書」、④「2022 年度 厚木市立森の里小学校避難所運営委員会名簿」by 小澤会長

⑤「令和 4(2022)年度 防災訓練 第一回打合せ 議事録」by 西山

４．討議内容

 4.1 2017 年防災訓練の記録動画の確認：

自衛隊、狭山市、も参加した森小で実施した一丁目・二丁目共同実施の 最近では一番規模の大

きな防災訓練の動画を見た。

 4.2 災害発生時の避難所解説の流れ (資料②参照）

自主防災隊が開設準備・運営を行うのは、震度 5 弱以上の地震が発生し 厚木市が避難所開設

を指示した時。水害や崖崩れの場合は市職員が避難所開設の準備を行う。

 4.3 今年度の防災訓練について

4.3.1.訓練実施日： 厚木市が推奨する 9 月 4 日(日)に実施することを確認した。

4.3.2 安否確認訓練： 各丁目で、サイレンを合図に訓練を実施する。

4.3.3 小学校における合同訓練

(2) 参加者は、両丁目とも今年度の役員・班長および避難所運営委員会メンバの 100 名程度を前

提とする。

(3) 訓練概要：

i) AED 訓練では、松蔭大学看護学科の協力を得られた。先生 2 名、模造人体と訓練用 AED 2

セット。

　ii) 訓練参加者を 4 班(各 25 名程度)に分け、AEC 訓練(40 分)を 2 班同時に、他の 2 班はトイレ・テ

ント組立て、倉庫および避難所として利用する教室の確認等(40 分)を行い、その後 交替。



具体案を小澤さんが作成して次回会議に提示予定。

　iii) 訓練の一つとして、災害対応カードゲームでクロスロードと言う物がある。災害対応を自分のこ

ととして考えるための訓練。9 月 4 日に使うのであれば準備は出来る。(杉山教頭)

　iv) テニスコート横の防災倉庫の点検・見学を実施する場合は、 別途日を決める。

　v) 消火器訓練は実施しない。

(4) 関連事項：

　i) ツツジの丘公園に備蓄してあるペットボトル飲料水は各丁目に 24本ｘ 4箱=96本の配給予定。

　ii) 参加者の水分補給用の水が必要。

　iii) 訓練時体育館で使用する机や大型扇風機は小学校から借用可能。また、トイレ掃除用具、トイ

レットペーパーも備え付けの物を借用可能。

　iv) 購入品として、ソーラーパネルとバッテリーを検討する。

　v) コロナ感染症対策備品は公民館にあり、訓練当日に小学校へ運んで貰える。

　vi) 避難上運営委員会名簿のメールアドレスに於いて、_ (アンダーバー)を含む場合 アンダーライ

ンと一緒になって分かりづらい。

また、小学校長のアドレスは教頭と同じになっているが、～-vpr～ の vを削除すれば校長の宛

先になる。(杉山）

　vii) 防災訓練や小学校避難所に関する情報を掲載したサイト(HP)を検討している。具体的内容は

別途相談をしたい。(西山)

以上

 


